Hepatocellular Carcinoma in Adenomatous Hyperplasia : Detection with Contrast-Enhanced US with Carbon Dioxide Microbubbles by ノムラ, ヤスハル & 野村, 康晴
Osaka University
Title
Hepatocellular Carcinoma in Adenomatous Hyperplasia :














第 1 145 4 号








Hepatocellular Carcinoma in Adenomatous Hyperplasia : 
















対象は， 1987年から 1990年までに肝癌の診断のもとに肝切除を受けた 51 例中に見い出された肝癌を内包した腺腫
様過形成4症例である。全例において術前に超音波検査，腹部CT，血管造影を施行し造影エコー法は術前と術中に行




部のエコーレベルが周囲肝のそれより上昇するものを hyperechoic change，低下するものを hypoechoic change と
し，また腫蕩部と周囲肝のエコーレベルの変化がほぼ同等なものを isoechoic change とした。これらの造影エコー所
見は血行動態的にはそれぞれ，腫傷部が周辺肝に比して hypervascular , hypovascular, isovascular であることを
示す。
このようにして得られた造影エコー像をその他の画像診断所見ならびに病理組織像と比較検討した。 4例中3例は病
変そのものが腹部CT および血管造影にて検出できず， 1 例のみ血管造影で腺腫様過形成の中の癌化部のみが腫寝濃染
像として認められた。一方，造影エコー法では造影前のエコーレベルにかかわらず，全例が hyperechoic focus in an 
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area of hypoechoic change のパターンを呈した。病理組織学的には hypoechoic change を示した部分は腺腫様過







め今回分析した肝癌を内包する腺腫様過形成4例全例において，内包された癌化部を， hypoechoic change を示す領
域中にみられる hyperechoic focus として捉えることができた。この hyperechoic focus in an area of 
hypoechoic change の所見は腺腫様過形成内の癌化の早期診断に極めて有用であると考えられた。
論文審査の結果の要旨
本研究は炭酸ガスマイクロバブ、ル動注造影エコー法を用いることにより，従来の画像診断では描出できなかった肝癌
を内包する腺腫様過形成結節を臨床面像上初めて診断したものである。すなわち，造影前の通常の超音波検査では描出
できない腺腫様過形成内に存在する癌化巣を，肝動脈内への炭酸ガスマイクロバブル注入により超音波断層画像上で，
低エコー領域内に見られる高エコースポットとして描出することができた。これは乏血性結節である腺腫様過形成内
の癌化巣に対応する動脈血流増加を捉えたものであり，切除標本と対比して十分な病理組織学的裏付けもなされている。
肝癌治療の観点から極めて重要な早期診断に関する臨床研究であり，学位に値すると考えられる。
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